




























































　国際収支は，ある国 （自国：home country） と他の国との間で発生する全
ての金融・貿易取引を記述している。経常収支は国際収支の一部である。残
りの部分は資本収支 （capital account） であり，これは自国と他の国との間
の資本の流出入の差額を計上している。もし，外国人が自国の資産を購入
（資本流入） （capital inflow） すると資本収支はプラスとなり，逆に国内の
人々が外国の資産を購入 （資本流出） （capital outflow） すると，資本収支は
マイナスとなる。構造上，国際収支は次式で表される。







































































































 ＋l（F（K1）－G1＋ F（K2）－G21＋r －C1－K2＋K1＋ K2－C21＋r ）











































































































Y＝E（Y, r, G, e, Yf）
eと Yfは経常収支に影響を与えるため，均衡条件式にも eと Yfが含まれる。
国民所得 Yは消費の増加による正の効果と，輸入の影響による負の効果の
両方の影響を受けるため，IS曲線の傾きは開放経済の場合より平たくなる。
　今度は MP曲線に代わって，伝統的な LM曲線 （LM curve） で考えてみよ
































































































































































• 　資本移動 （capital mobility）， 物価 （price） と賃金の伸縮性 （wage flexibility）
• 　共通のリスク分散メカニズム（common risk sharing mechanism）
　 景気が低迷している地域はより豊かな地域から支えられる。これは，たと
えば，税の所得再分配のような形をとる。















 ＊　 本翻訳は，原著「Essentials of Advanced Macroeconomic Theory」の著者である Ola 
Olssonならびに権利者である TAYLOR & FRANCIS （UK） の許諾を得て行っている。
1）　本節は原著では第 12 章にあたるため，式の通し番号も変更せずに（12．1），（12．
2），…，のまま連番表記することにした。
2）　GDPと国際的な純要素支払 Yt＋r tBtは，国民総生産 （gross national income） を定
義する。







5）　以下の説明は，Obstfeld and Rogoff（1999, Chapter 1）と似ている。
6）　世界が 2つの国だけで構成されていると想定すれば都合が良い。
7）　弱い通貨の国は，一般に名目金利が高い。国際金利 r fは時間を通じて一定である
と仮定される。
